
消費税増税に伴う「上下水道使用料金」の変更について

　10 月からの消費税増税に伴い、水道使用料及び下水道使用料の消費税については、

現行の８％から 10％に変更します。

10 月 25 日検針分（11 月 29 日納入分）

【問合わせ先】役場建設課：TEL ４４－３３８３

用　途
基 本 料 金 超過料金

水量 現行料金 改定料金 現行料金 改定料金

一般用 ８ｍ まで 2,160円 2,200円 216円 220円

営業・団体用 16ｍ まで 4,320円 4,400円 226.8円 231円

農業用 24ｍ まで 3,888円 3,960円 86.4円  88円
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【水 道 使 用 料】

基 本 料 金 超過料金

水量 現行料金 改定料金 現行料金 改定料金

８ｍ まで 1,620円 1,650円 162円 165円

16ｍ まで 3,240円 3,300円 162円 165円
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１ｍ につき3

【下 水 道 使 用 料】

（消費税込）

（消費税込）

　上下水道使用料金は、町民の皆さんの安全安心な水道水の安定供給と下水道の適切

処理を支える大切な収入源です。町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　

８
月
６
日
か
ら
８
日
の
３
日
間
、
日

本
大
学
（
東
京
都
）
３
年
の
齋さ

い
と
う藤

聖せ

い

か華

さ
ん
が
、
町
役
場
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

別
海
町
出
身
の
斎
藤
さ
ん
は
、
大
学

卒
業
後
は
北
海
道
で
地
方
公
務
員
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
同
大
学
の

中な
か
が
い
と

垣
内
隆た

か
ひ
さ久

教
授
の
推
薦
で
当
町
を
訪

れ
、
町
の
財
政
状
況
を
学
ん
だ
ほ
か
、

「
エ
イ
ジ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら

ぎ
」
や
「
ゆ
う
る
り
」
の
施
設
見
学
、

住
民
票
等
を
発
行
す
る
窓
口
業
務
も
行

い
ま
し
た
。

　

３
日
間
に
わ
た
り
役
場
の
仕
事
を
体

験
し
た
齋
藤
さ
ん
は
、「
地
方
財
政
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
就

職
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
５
日
か
ら
９
日
の
５
日

間
に
は
、
横
浜
国
立
大
学
の
学
生
14
人

が
「
地
域
調
査
実
習
」
と
し
て
、
当
町

の
歴
史
や
観
光
、
産
業
、
教
育
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
の
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
を
、
町
内
の
事
業
所
や
役
場
な
ど
を

訪
れ
て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
事
業

所
か
ら
話
を
聞
い
て
、
町
民
自
ら
が
、

町
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
が
伝
わ
っ

た
。」、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
く
発
信
す

る
と
観
光
客
な
ど
が
も
っ
と
増
え
る
の

は
な
い
か
。」
な
ど
、
学
生
な
ら
で
は

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

日本大学１名／横浜国立大学 14 名の学生が研修

“役場の仕事”，“町の財政・産業・福祉など”を学ぶ

▲住民票の発行を学ぶ日本大学の齋藤さん

▲観光について聞き取りする横浜国立大学の学生

現行料金 改定料金

220円

円 231円

 88円
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（消費税込）
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
22

　
火
災
発
生
時
の
状
況
を
再
現

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

（
俵
谷
支
署
長
・
署
員
18
名
）
は
、

８
月
８
日
、
取
壊
し
が
予
定
さ
れ

て
い
る
美
国
町
多
茂
木
地
区
の
旧

町
営
住
宅
を
活
用
し
、
警
防
技
術

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

通
常
の
訓
練
で
は
行
う
こ
と
の

で
き
な
い
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
を
使
用

し
、
施
錠
さ
れ
た
玄
関
ド
ア
を
破

壊
す
る
訓
練
や
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン

で
屋
内
に
煙
を
充
満
さ
せ
、
視
界

が
無
い
中
で
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救

出
す
る
訓
練
、
屋
内
に
充
満
し
た

煙
を
排
出
す
る
た
め
、
屋
根
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
穴
を
開
け
る
訓

練
な
ど
、
実
際
の
火
災
現
場
を
想

定
し
な
が
ら
、
救
出
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
時
点
で
の
町
内
の
火

災
件
数
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災

が
発
生
し
た
際
に
、
迅
速
・
確
実

な
消
火
活
動
等
が
行
え
る
よ
う
、

今
後
も
訓
練
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

　

　
新
隊
員
が
入
署
！

　

８
月
か
ら
同
支
署
の
新
し
い
消

防
隊
員
と
し
て
前ま

え

だ田
泰た

い

き輝
さ
ん

（
21
歳
）
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
出
身
の
前
田
さ
ん
は
、

平
成
19
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
地
震
の
際
に
、
テ
レ
ビ
越
し
で

活
躍
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
姿
を

見
て
、
人
を
助
け
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
、
道
内
の
専
門
学
校
に

進
学
し
、
消
防
技
術
の
取
得
な
ど

勉
学
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
町

民
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
消
防
士

に
な
り
た
い
。
」
と
今
後
の
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

１．エンジンカッターで施錠された

　　扉を破る破壊訓練

２．煙が充満した居室から要救助者

　　を救出する訓練

３．煙が室内に充満していく様子を

　　確認する消防士たち

１

２

３

▲前
ま え だ

田 泰
た い き

輝 隊員

　
９
月
９
日
「
救
急
の
日
」

　
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

　

９
月
９
日
は
語
呂

3

3

合
わ
せ
で

「
救
急
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
対

す
る
町
民
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救

急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
毎
年
、
全
国
各

地
の
消
防
署
で
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
支
署
で
は
今
年
も
、
こ
の

日
に
合
わ
せ
て
『
消
防
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
く
学
べ
る
応
急
手
当
講

習
や
濃
煙
消
火
器
体
験
、
放
水

体
験
、
ロ
ー
プ
渡
り
体
験
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
体
験

ブ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
９
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

◆
場
所

　
積
丹
支
署

※
火
災
等
の
非
常
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
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